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ZEB（ゼブ）とは

出典：環境省 ZEB PORTAL「ZEBとは？」https://www.env.go.jp/earth/zeb/about/

Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、
「ゼブ」と呼びます。
快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収
支をゼロにすることを目指した建物のことです。
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ZEBの種類

出典：環境省 ZEB PORTAL「ゼロエネルギー化って本当にできるの？」https://www.env.go.jp/earth/zeb/about/04.html

省エネ化により一次
エネルギー消費量を

50%以上削減
＋

省エネと創エネを合
わせて100%以上削減

省エネ化により基準
一次エネルギー消費
量から50%以上削減

基準一次エネルギー
消費量から30～40％

以上※1削減
＋

更なる省エネに向けた
未評価技術※2を導入

している建物

※1 建物用途用途ごとに規定
※2 WEBPROにおいて、現時

点で評価されていない技術

省エネ化により一次
エネルギー消費量を

50%以上削減
＋

省エネと創エネを合
わせて、75％以上

100%未満削減
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ZEB化のメリット

出典：環境省 ZEB PORTAL「ZEBのメリット」https://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/03.html

１．光熱費の削減
エネルギー消費量の削減に伴い、建物の運用に
係る光熱費を削減することができます。

２．快適性・生産性の向上
自然エネルギーの適切な活用、個人の好みに配
慮した空調や照明の制御などにより、省エネル
ギーを実現しつつ快適性・生産性を向上させる
ことができます。

３．不動産価値の向上
ZEBのような環境・エネルギーに配慮した建物
は、他の一般的な建築物と比較して不動産とし
ての価値の向上、街としての魅力の向上などに
つなげることができます。

４．事業継続性の向上
ZEBを実現することで、災害等の非常時におい
て必要なエネルギー需要を削減することができ、
さらに再生可能エネルギー等の活用により部分
的にではあってもエネルギーの自立を図ること
ができます。
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 現状の建物に関する設計図や設備等の図面、エネ
ルギー消費量のデータ等を収集

①現状把握

 ①で図面が見つからない場合やエネルギー消費量
のデータがない場合も、まずは専門家に相談

②専門家への相談

 目指す水準、スケジュール、コストについて専門
家と相談したうえで決定

③ZEB化計画作成

④改修工事
 実際に計画通りエネルギー消費量を削減するため

には、工事して終わりではなく適切に運用してい
くことも重要

⑤適切な運用
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既存建築物のZEB化改修を進めるための主なステップ

※相談先となるZEBの計画や工事に対する実績を持った専門家として、
『ZEBプランナー』が国の制度において登録・公表されています。

※一度の全面改修でZEBを実現するだけでなく、徐々に性能を向上
させていくことも可能です。

出典：環境省 ZEB PORTAL「新築じゃなくてもZEBにできるの？」https://www.env.go.jp/earth/zeb/about/06.html

※設計段階でZEBの外部認証を取得することも効果的です。
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ZEB化可能性調査

出典：京都市情報館 【無料】ZEB化可能性調査の募集について https://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000312075.html

• ご提供いただいた建物及び設備の情報をもと
に、ZEB可能性レポートを作成します。

• 面談にて調査結果の詳細をご説明します。

• ZEB化に向けた工事費用の試算や改修図面案
をご提出します。

ZEB化可能性調査は、既存建築物において、ZEB化することが可能かどうか、
実現可能なZEBのクラス等を評価するための調査です。
京都市でも、「既存建築物のZEB化可能性調査」を無料で実施しています。
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ZEBを実現するための技術

出典：環境省 ZEB PORTAL「ZEBを実現するための技術」https://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/06.html

ZEBを実現するための技術は、大きく「エネルギーを減らすための技術（省
エネ技術）」と「エネルギーを作るための技術（創エネ技術）」に分けられ
ます。
さらに省エネ技術は、「必要なエネルギー量を減らすための技術（パッシブ
技術）」と「エネルギーを効率的に利用するための技術（アクティブ技
術）」に分けることができます。
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ZEBを実現するための技術 省エネ（パッシブ技術）

PASSIVE（パッシブ技術）
建物内の環境を適切に維持するために必要なエネルギー量を減らすための技
術です。

外皮（屋根・壁・床・窓）に高性能断熱材を用いることで、熱の出
入りを抑え、室内を快適に保つためのエネルギーを削減する技術

• 高性能断熱材
• 高性能断熱・遮熱窓

外皮断熱

屋根や外壁、窓から侵入する日射を遮蔽し、冷房負荷を抑制するた
めの技術

• ブラインド
• 庇

日射遮蔽

建物の開口部から昼間の自然光（昼光）を取り入れ、室内を明るく
し、人工照明（室内照明）の利用を減らしてエネルギー消費量を削
減する技術

• トップライト
• ライトシェルフ

自然採光

出典：環境省 ZEB PORTAL「ZEBを実現するための技術」https://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/06.html
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ZEBを実現するための技術 省エネ（アクティブ技術）

ACTIVE（アクティブ技術）
エネルギーを無駄なく効率的に利用するための技術です。

•
•

•
•

•

•

出典：環境省 ZEB PORTAL「ZEBを実現するための技術」https://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/06.html
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ZEBを実現するための技術 創エネ（創エネ技術）

屋上設置にはさまざまな制約があるため、実際の導入時にはこれら
を考慮する必要があります。
近年は、屋上だけでなく壁面や窓面にも設置できる太陽光発電シス
テムが開発されており、特に高層建物では屋上面積が限られるため、
壁面や窓面も活用してエネルギー自給率を高めることが重要です。

出典：環境省 ZEB PORTAL「ZEBを実現するための技術」https://www.env.go.jp/earth/zeb/detail/06.html

CREATE（創エネ技術）
建物で使用するエネルギーをまかなうために、太陽光発電などでエネルギー
を作り出す技術です。
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既存建築物のZEB化

出典：環境省 ZEB PORTAL「新築じゃなくてもZEBにできるの？」https://www.env.go.jp/earth/zeb/about/06.html

既存建築物のZEB化には、高価な先進技術を導入した事例だけでなく、既存
の一般的な技術を組み合わせてZEB Ready水準を達成した例も多くあります。

ZEB化はハードルが
高いし、大幅なコス
トアップが発生する

改修ZEBの実
現はそんなに
難しくない！


